
新E ヨ朝
’／ゲ 才／お 第瀾 便物認可

初
期
大
和
王
権

巨
大
建
物
跡
か

奈良・纏向遺跡

ひ

み
こ

女
王
・

卑
弥
呼
が
治
め
た
邪

馬
台
国
の
有
力
候
補
地
と
さ
れ

一誌
き
む
く

る
奈
良
県
横
井
市
の
纏
向
遺
跡

（
2
世
紀
末
～
4
世
紀
初
め
）

で
、
3
世
紀
前
半
と
し
て
は
国

内
最
大
の
大
型
建
物
跡
の
す
ぐ

東
側
か
ら
、
3
世
紀
後
半
以
降

の
建
物
跡
の
可
能
性
が
あ
る
柱

穴
列
が
見
つ
か

っ
た
＝
写
真
、

市
教
委
提
供
。
市
教
委
は
「
初

期
大
和
王
権
の
中
心
的
な
建
物

だ

っ
た
可
能
性
も
あ
る
」
と
み

て
い

る
。

南
北
約
9
㍍
の
直
線
上
に
2

種
類
の
大
き
さ
の
穴
が
交
互
に

五
つ
並
ん
で
い
た
。
長
方
形
の

穴
（
東
西
約
1
・

2
㍍
、
南
北

約
60
巧
）
が
4
・

5
㍍
間
隔

で

甲

鷲
漂

東
西
約
2
㌔
、
南
北
約
1

・

5
㌔
の
大
規
模
集
落
遺
跡

で
、

2
5
0
年
ご
ろ
に
死
去
し
た
卑

弥
呼
の
墓
と
の
説
が
あ
る
薯
墓

（
は
し
は
か
）古
墳

（
3
世
紀
中

ご
ろ
～
後
半
、
全
長
約
2
8
0

㍍
）
な
ど
最
古
級
の
前
方
後
円

墳
が
点
在
す
る
。
全
国
各
地
の

土
器
が
出
土
し
、
運
河
が
縦
横

に
走
る
な
ど
都
市
機
能
を
備
え

て
い
た
と
み
ら
れ
る
。

纏
向
遺
跡
で
出
土
し
た
建
物
跡
の
位
置
関
係
図

列
仰
3
世
紀
前
半
の

［コ

ロ

ロ
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三

一
回
り
小
さ
い
方
形
の

穴

（
約
60
巧

四
方
）
が
二
つ
見つ
か

わ
知

っ
た
。
柱
間
を
支
え
る
束

柱
を
持

っ
た
巨
大
建
物
跡
と
み

ら
れ
る
と
い
う
。

■2
0
0
9
年
11
月
、
今
回
見

つ
か

っ
た
柱
穴
列
の
約
5
㍍
西

で
大
型
建
物
跡

（
南
北
19
・

2

㍍
、
東
西
12
・

4
㍍
）
が
確
認

さ
れ

て
い
る
。
今
回
の
場
所
か

ら
3
世
紀
後
半
～
4
世
紀
の
土

器
片
が
多
数
出
土
し
た
こ
と
か

ら
、
こ
の
時
代
に
造
ら
れ
た
可

能
性
が
高
い
と
み
て
い
る
。

石
野
博
借
・
兵
庫
県
立
考
古

博
物
館
長
（
考
古
学
）
は
「
同

じ
場
所
に
継
続
し
て
巨
大
建
物

が
造
ら
れ
、
邪
馬
台
国
が
初
期

大
和
王
権

へ
と
引
き
継
が
れ
た

可
能
性
も
あ
る
」
と
み
る
。

現
地

は
す

で
に
埋

め
戻

さ

れ
、
出
土
し
た
土
器
や
写
真
な

ど
を
展
示
す
る
速
報
展
が
10
月

2
日
ま
で
、
同
市
芝
の
市
立
埋

蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

（
0
7
4

4
・

42
・
6
0
0
5
）
で
開
か

れ

て
い
る
。

（
渡
義
人
）



産

盈

大
和
政
権
の
重
要
施
設
か

纏
向
遺
跡

新
た
な
大
型
建
物
跡

邪
馬
台
国
の
最
有
力
候
補
地

ま
き
む
く

と
さ
れ
る
纏
向
遺
跡
（
奈
良
県

桜
井
市
）
で
、
「
卑
弥
呼
の
居

館
」
と
も
指
摘
さ
れ
た
大
型
建

物
跡
（
3
世
紀
前
半
）
の
約
5

㍍
東
側
か
ら
別
の
大
型
建
物
跡

の

一
部
が
見

つ
か
り
、
同
市
教

委
が
27
日
、
発
表
し
た
。
建
物

跡
は
造
営
年
代
が
3
世
紀
後
半

以
降
と
判
明
。
今
後
、
造
営
年

代
が
遺
跡
が
存
続
し
た
4
世
紀

前
半
ま
で
の
間
に
特
定
さ
れ
れ

ば
、
初
期
大
和
政
権
の
重
要
施

設
だ

っ
た
可
能
性
が
高
ま
る
と

い
う
。
見

つ
か

っ
た
の
は
南
北
に
5

つ
並

ぶ
柱
穴

で

、
長
さ

は

9

㍍
。
周
辺
調
査
か
ら
南
端
の
柱

穴
は
建
物
の
南
西
隅
と
判
明

し
、
柱
穴
は
建
物

の
西
面
に
あ

た
る
。

柱
穴

の
大
き
さ
は
隣

の
大
型

建
物
跡
と
ほ
ぼ
同
じ
大
き
さ

で
、
柱
穴
列
も
さ
ら
に
北
に
延

び
る
可
能
性
が
高
く
、
大
規
模

な
建
物
だ

っ
た
と
み
ら
れ
る
。
．

た
だ
、
建
物
跡
の
大
部
分
は

す
ぐ
東
側
を
通
る
J
R
桜
井
線

の
線
路
下
に
埋
ま

っ
て
お
り
、

建
物
の
規
模
や
造
営
年
代
の
特

定
は
難
し
い
と
い
う
。

現
場
は
埋
め
戻
さ
れ
、
現
地

説
明
会

は
な
い
が
、
27
日
に
同

市

立
埋

蔵
文

化
財

セ

ン
タ

ー

（
桜
井
市
芝
）
で
始
ま

っ
た
速

報
展
「
50

Cm
下
の
桜
井
」
で
、

今
回
の
調
査
で
見
つ
か

っ
た
土

器
な
ど
の
遺
物
や
、
昨
年

の
調

査

で
大

量

に
出
土

し
た

モ
モ

の
種

な
ど
が

展
示

さ
れ

て

い

る
勺

発見された 3 世紀後半以降の建物の柱穴。建物跡の大部分は線路の

下に障れ貰いるという＝奈良殿様井市の魅向遺跡 （同市教委提供）


